
 
空腹（岡田文弘初期詩篇１） 

 

 



Ⅰ 習作



沙羅双樹 

 
笑え ハリボテ わらえ 

街並み電子音の波 
道化師 かたを すくめ 
おが屑の舞台に立つ 
回れ ライト まわれ 
夕暮れプレスチックの日々 
歌うたい 調子っパズレ 
ひしょげた犬の遠吠え 
 
沙羅双樹 花の色 
沙羅双樹 空の色 
沙羅双樹 時の色 
沙羅双樹 今の色 
 
去れ ときよ され！！ 
涙すぐ乾くもの？ 
僕ら 途方に 暮れ 
無言のこみゅにけーしょん 
 
沙羅双樹 花の色 
沙羅双樹 空の色 
沙羅双樹 時の色 
沙羅双樹 今の色 
 



さんどいっちまん 

 
さんどいっちまん 壊れかけた街廃れゆく街 
さんどいっちまん 消えゆく街むなしさの街 
 
しわがれた街をあるけ さんどいっちまん 
 
さんどいっちまん 壊れかけた街廃れゆく街 
さんどいっちまん 消えゆく街むなしさの街 
 
さんどいっちまん何を思う さんどいっちまん 
 
さんどいっちまん 壊れかけた街廃れゆく街 
さんどいっちまん 消えゆく街むなしさの街 
 
さんどいっちまん老いぼれてくね さんどいっちまん 
 
さんどいっちまん 壊れかけた街廃れゆく街 
さんどいっちまん 消えゆく街むなしさの街 
 
風に転がるビラチラシ まるで浮世のように 
見るひとも無いさ誰も居ない街さんどいっちまん 
 
さんどいっちまん悲しいね 
さんどいっちまん寂しいね 
さんどいっちまん悲しいね 
さんどいっちまん寂しいね



恋のゴミ捨て場 

 
小雨降る空へぶーけ舞い 
きゃっちした君は上きげん 
翌日めかしこんで待ち合わせ場所 
泣きながら歩くかえり道 
やぶれたこころを何処へ捨てる？ 
やぶれたこころを何処へすてる？ 
 
雑誌の片スミにうらないの記事 
指折り胸ときめかす君 
うつつはそんなに甘く無い 
のんしゅがー・高かろりー・おつかれサン 
やぶれたこころを何処へ捨てる？ 
やぶれたこころを何処へすてる？ 
 
 
しぇいくすぴあ曰く 
ナントカの骨折り損 
 
 
やぶれたこころを何処へ捨てる？ 
やぶれたこころを何処へすてる？



天ぷら学生 

 
天ぷら学生 何を見ている 
きついバイトと寝不足の日々 
天ぷら学生 ほお杖ついて 
斜め左下に顔を向けて 
 
天ぷら学生 この国に 
明日があると思うかい？ 
天ぷら学生 ひと様を 
信じるべきだと思うかい？ 
 
天ぷら学生 粋がってるね 
背伸びと甘えのジレンマ暮らし 
天ぷら学生 寂しいんだろ？ 
石にゃなれっこないんだよ 
 
天ぷら学生 にんげんは 
何ゆえ生きているのかい？ 
天ぷら学生 人生は 
どういう意味があるんだい？ 



川に向かって 

 
今から何十年か前 炭鉱がしまった 
みんなはチリヂリになってどこかへ去った 
あとには痛々しい山が残った 
 
酒場は安いさけを売っていた 
ルンペンたちが集っていた 
踊り子もいまではもうお婆さんだ 
 
川に向かって石を投げる 
石は沈んで川は流れ続ける 
 
若い頃の武勇伝をかたり合う 
やぶれたプランをかかえたまま 
ふるきずをかかえたまま生きている 
 
波が来たら流されて 
ゆるやかになったら顔を出す 
そしたら一生なんてあっという間 
 
川に向かって石を投げる 
石は沈んで川は流れ続ける 
 



雨降りろんどん 

 
遠いろんどんの空の下で 
ふぃっしゅ・あんど・ちっぷすを齧りながら 
雨降りろんどんの空の下で 
すけっち・ぶっくをまた破いて 
 
ぱぶのあつい空気が街まで漂って 
らじおがこわれるまでろっくん・ろーるを聴いて 
 
雨降りろんどん、雨降りろんどん、雨降りろんどん！ 
街の路地裏で雨宿り 
あまやどり 
 
仕事帰りの労働者さんと 
税金のことを語り合いながら 
さびしいろんどんの空の下で 
れんが作りの家々をあとに 
 
真っ赤なばすが空へととび立って 
こうちゃの香りが街をみたして 
 
雨降りろんどん、雨降りろんどん、雨降りろんどん！ 
今日のてぃーたいむも 
一人きり 
ひとりきり 
 
雨降りろんどん、雨降りろんどん、雨降りろんどん！ 
遠いろんどんの空の下で 
一人きり 
ひとりきり



ハチャ・ハチャ・ドゥー・ドゥナ 

 
ぼくは歩く夕闇のみちを 
季節はずれのゆき期待して 
じだい遅れのいちにち終えて 
きのうに戻る術さがしてる 
 
ハチャ・ハチャ・ドゥー・ドゥナ！ 
 
ストリートチルドレンたちと 
橋のしたのべいびい拾って 
これからのことちょっぴりかんがえて 
出鱈目なうた口ずさむぼく 
 
ハチャ・ハチャ・ドゥー・ドゥナ！！ 
 
きみはもう此処には居ないし 
ぼくも何処かへ行っちまうし 
でもきみは此処をわすれ 
ぼくは此処をこころにしまう 
 
ハチャ・ハチャ・ドゥー・ドゥナ！！！ 



ガラスの靴 

 
愛をかたるのはもう沢山だ 
ともだちとよた話でもしたい 
このいち年 ぼくはいろんな冒険をした 
出来ることならわすれちまいたいけどね 
 
電話をまえに三日も待ったり 
ポストの前で立ちつくしたり 
ちょっと皮肉も言ってみたり 
出来ることならわすれちまいたいけどね 
 
さむい春が来て まだ冬が 
おわってないことを ひとり嘆いて 
 
忘れることは難しい 溺れることは簡単さ 
ひとりの日々もおつなもの ガラスの靴なんて割っちまえ 
 
砂糖でかためた 街並みを 
しぶい顔して ひとり歩いて 
 
忘れることは難しい 溺れることは簡単さ 
ひとりの日々もおつなもの ガラスの靴なんて割っちまえ 



プレリュード 

 
私が１４の時だ。私は道に立っている少女を見た。かの女はバイオリンを演奏していた。 
 
かの女の演奏はけして上手いものではなかったが、かの女はひどくひもじそうに見えた。

私はポケットをさぐり、１０セント玉を取り出した。そしてそれを、かの女の足元にソッ

と置いた。 
するとかの女は烈火のごとく怒り出した。あんたみたいなうすぎたない野郎にもらう金な

んて１セントだってないわ、ってね。 
あぁ、あれは哀しかったね。



フォー・ア・ロング・タイム 

 
夢に疲れた（憑かれた）さかな達は 
何処へ帰って なにを捨てる？ 
きみの手はあまりに冷たくて 
ねぇ 寒いのかい だいじょうぶかい？ 
 
秋の日入りはつるべおとし 
冬の日入りはだれも知らない 
きみの顔は影がさして 
街のかたすみを集めてる 
 
ふうせんに花のたねをつけて 
飛ばしてからもうこんなに 
時間がながれて 
フォー・ア・ロング・タイム 
 
夢に疲れた（憑かれた）さかな達は 
何処へ帰って なにを捨てる？ 
きみの顔は影がさして 
街のかたすみを集めてる 
 
ふうせんに花のたねをつけて 
飛ばしてからもうこんなに 
時間がながれて 
フォー・ア・ロング・タイム 
 



おかしなサニー 

 
おかしなサニーはファニー・ガール 
すてきなマニーでスマイリー・ハーツ 
かわいいキティーはシャイニー・ガール 
おしゃれなハニーはダンディー・ジム 
かたぶつダディーはガミガミ屋 
おかしなサニーもうんざりさ 
やさしいマミーはクッキー屋 
かわいいキティーもにっこりさ 
 
おかしなサニーはファニー・ガール  
ちょっぴりラブリーなクレイジー・ガール 
おかしなサニーはダンシング・ガール 
ほんとのところはロンリー・ガール 
 
おかしなサニーはファニー・ガール 
妹の髪はポニー・テール 
かわいいキティーはパーティー・ドール 
最近気になるパンキー・トム 
あかるいアリーはどじふみ屋 
おかしなサニーもびっくりさ 
さびしいジョニーはやきもち屋 
かわいいキティーもしょんぼりさ 
 
おかしなサニーはファニー・ガール  
ちょっぴりラブリーなクレイジー・ガール 
おかしなサニーはダンシング・ガール 
ほんとのところはロンリー・ガール 
 



ジミーとベッキー 

 
ジミーとベッキーはハイスクール・スチューデント 
やたら平凡なふたりだよ 
夢は叶うと信じていて 
愛はすべてを救うと思ってる 
学校が終わるとよりみち三昧 
自由がほしいのさ 
 
毎日どうでもいいことばかりでどうでもよくないよ 
ちょっぴりしかない幸せもとめてみんなは右往左往 
それが人生さ、それが人生さ、それが人生さ！！ 
それが人生さ、それが人生さ、それが人生さ！！ 
 
ジミーとベッキーはひとりの少女に 
同時に恋をした（三角関係てやつね） 
ジミーはフラれて泣き寝入り 
ベッキーはタカられ無一文 
十年後ふたりは酒場の隅で 
感動の仲なおり 
 
毎日どうでもいいことばかりでどうでもよくないよ 
ちょっぴりしかない幸せもとめてみんなは右往左往 
それが人生さ、それが人生さ、それが人生さ！！ 
それが人生さ、それが人生さ、それが人生さ！！ 
 
いまではジミーは二児の父 
酒と麻雀がなぐさめ 
ベッキーは馬券をにぎりしめて 
札束をおいつづけてる 
そして二人の恋した少女は 
金持ち見つけて玉のこし！！ 
 
それが人生さ、それが人生さ、それが人生さ！！ 
それが人生さ、それが人生さ、それが人生さ！！ 



アルバトロス 

 
もしこの花びんの水を変えて 
太陽色のかべがみを貼れば 
心がみたされるのだろうか 
庭にさくマリー・ゴールド 
紅茶の葉をきらした午後 
暑くて寒い午後 
 
アルバトロスがぼくの家を 
素通りして消えてゆく 
サンタクロースもぼくの家を 
見てみぬ振りですぎで行く 
 
もしこのカーテンをひきさいて 
部屋中の暗闇を逃がせば 
心が晴れるのだろうか 
枯れてゆくマリー・ゴールド 
ＬＰジャケットのような午後 
夏でも雪の午後 
 
アルバトロスがぼくの家を 
素通りして消えてゆく 
サンタクロースもぼくの家を 
見てみぬ振りですぎで行く 
 
ぼくは手紙を捨てて シャワーを浴びた 
でもとうとうこの家から 
一歩も 出なかった 
 
アルバトロスはきみに 
どんな夢を見せるのだろうか 
サンタクロースはきみに 
何をあたえるのだろうか 
ぼく以上に 



夜に詩を書く 

 
ひとりで深夜 詩なんか書いてるてえと 
やたらさびしく 
なっちまう 
 
紙にぺん先 ひっかけて 
インクのしみなんぞ落として 
ことばと遊んで お茶をのんで 
夜をあかして 知らぬ間につっぷして 
小さくいびきを立てる インクの散らばったつくえで 
夜をあかして 
夜をあかして 
 
 
ジミーとベッキーは 
やたらいいやつだったよ 
 
それが人生さ 
 
 
 
 
 
朝になったら 
インクまみれの手のひらを見て 
かんがえごとでもしようか



幸せの歌 

 
船長はボウシをぬぎ 
船員はボウシを投げた 
海の向うのふるさとが 
ようやっと見えてきた 
 
さあ歌おう さあ歌おう 
ボウシが飛ぶなか 
さあ歌おう さあ歌おう  
幸せのために 
 
 
 
さあ歌おう！さあ歌おう！！ 
幸せのために 
さあ歌おう！！さあ歌おう！！！ 
幸せの歌を



僕はそう言った 

 
ガソリンスタンドで君を見た 
真っ赤なベストを着てたね 
はっきり言って似合ってないよ 
―やめちまえ！！田舎へ帰れ！！ 
そう言ったんだ、僕は 
そう言ったんだ、僕は 
 
僕のサキソフォンはあたまの中 
あこがれてるだけで吹けない 
僕はピアノをたたいて 
―もう僕は飽きあきした！！ 
そう言ったんだ、僕は 
そう言ったんだ、僕は 
 
サイフもないしポケットもない 
秋が来れば、冬が来れば 
春が来れば、夏が来れば 
―どうなるってんだ？ 
そう言ったんだ、僕は 
そう言ったんだ、僕は 
 
ガソリンスタンドで君を見た 
ばっさり髪を切ってたね 
けっこう似合ってるかもね 
―がんばれよ。 
そう言ったんだ、僕は 
そう言ったんだ、僕は



アメリカン・ドリーム 

 
アメリカン・ドリーム、アメリカン・ドリーム！！ 
カリフォルニアのオレンジ農園 
アメリカン・ドリーム、アメリカン・ドリーム！！ 
大ぶりのコーヒー・カップ 
アメリカン・ドリーム、アメリカン・ドリーム！！ 
ピンク色のキャデラック 
アメリカン・ドリーム、アメリカン・ドリーム！！ 
デトロイトの爆音 
アメリカン・ドリーム、アメリカン・ドリーム！！ 
ハリウッドの英雄 
アメリカン・ドリーム、アメリカン・ドリーム！！ 
庭から湧き出た石油 
アメリカン・ドリーム、アメリカン・ドリーム！！ 
食いでのあるバーガー 
アメリカン・ドリーム、アメリカン・ドリーム！！ 
あばれん坊な打ち上げ花火 
アメリカン・ドリーム、アメリカン・ドリーム！！ 
アメリカン・ドリーマー！！！



甘いミルクのなべの中で 

 
死にかけた子供たち 
甘いミルクのなべのなかで 
海の魚の目はなにを語る 
まち吹く風はガスを運ぶ 
甘いミルクのなべの中で 
甘いミルクのなべの中で



ウェイティング・フォー・ユー 

 
ウェイティング・フォー・ユー 
ウェイティング・フォー・ユー 
また日が暮れる 
君無しのまま 
 
自由の旗が川を流れてく 
捨てられた光をひろい集めて 
 
ウェイティング・フォー・ユー 
ウェイティング・フォー・ユー 
また日が暮れる 
君無しのまま 
 
ポケットの穴からすべてがこぼれた 
手をつっこんでからっぽのさんぽ 
 
ウェイティング・フォー・ユー 
ウェイティング・フォー・ユー 
また日が暮れる 
君無しのまま



ビル風 

 
石だたみに腰かけてひとり待ってる 
待ってたところで誰かがくるわけじゃないけど 
僕はビル風を待っているのさ 
 
裏切りのオノが僕につき立てられて 
だから僕はかべをつくり 逃げ出しちまった 
なにも信じたく 無かったのさ 
 
僕を助けられるのは  
冷たいビル風だけ 
僕のあたまを冷やしてくれる 
冷たいビル風だけさ 
 
僕はビル風を待っているんだ 
僕はビル風を待っているんだ 
僕はビル風を待っているんだ 
僕はビル風を待っているんだ



グルーチョにささげる歌 

 
ご招待ありがとう でももう帰らなくては 
僕のことをグルーチョ・マルクスと呼んでください 
僕はあなた方の持ってるものは持ってないし 
あなた方の持っているものに興味は無い 
だから帰ります、パーティーに出ても 
僕が食べたいものはここには無いのです 
ご招待ありがとう でももう帰らなくては 
僕のことをグルーチョ・マルクスと呼んでください 
 
ミカエルとルシファーは同一人物？ 
ならば真実とはなんなのでしょう？ 
ミカエルとルシファーは同一人物？ 
ならば真実とはなんなのでしょう？ 
 
グルーチョ、ハーポ、チコ、ゼッポ！！ 
 
ミカエルとルシファーは同一人物？ 
ならば真実とはなんなのでしょう？ 
ミカエルとルシファーは同一人物？ 
ならば真実とはなんなのでしょう？



夢見人 

 
あんたのおやじは金鉱を探して 
北へと行っちまった 
ねぇもう怒るのはやめなよ 
お茶の時間さ 
誰もが夢見人なのさ 
だれもが 
 
いまさら語るはなしなんて 
なんにもありゃしないけど 
ねぇつめたい目はよしなよ 
お茶も冷めるよ 
誰もが夢見人なのさ 
だれもが 
 
あんたのおやじはいまごろ酒場で 
昔を想い出してるだろう 
一晩つかっても 
想いだし切れないあの日々を 
誰もが夢見人なのさ 
だれもが 
 
 



僕の歌 

 
昔僕はラマにまたがって 
キャニオンを旅していた 
でももうそれは終わったこと 
ひからびてしまった今では 
 
僕の歌 
僕の歌 
僕に水をください 
僕に水をください 
僕の歌 
僕の歌 
僕を助けてください 
僕を助けてください 
暗闇ははてしなく 
僕の歌 風に 
乗ることもなく 
 
昔僕はピエロになって 
パレードの後を追った 
でももうそれは終わったこと 
誰か！！ 
 
僕の歌 
僕の歌 
僕に水をください 
僕に水をください 
僕の歌 
僕の歌 
僕を助けてください 
僕を助けてください 
暗闇ははてしなく 
僕の歌 風に 
乗ることもなく 



ロンリー・オンリー・サンデー 

 
ちょっくら行くかとこの道ぶらぶら 
あんまり元気ない町をとおりぬけ 
雑草がはえたい放題にはえてる 
空き地でひとりかん蹴りあそび 
 
ロンリー・オンリー・サンデー、ひとりきり 
ロンリー・オンリー・サンデー、ひとりきり 
 
シャッターおりてる商店街で 
ひらひら舞ってるチラシの竜巻 
夕ぐれどきをみんなに告げる 
からすの声とだれも買わないトーフ屋のらっぱ 
 
ロンリー・オンリー・サンデー、ひとりきり 
ロンリー・オンリー・サンデー、ひとりきり 



うおとり節 

 
ヤーレーコーラーうみや 
けさもはよからととはゆく 
ヤーレーコーラーさかなども 
おまえらどこへとかえるんか 
 
ヤーレーコーラーどっこいしょ 
ととがこさえたこめえあみ 
ヤーレーコーラーかかよ 
どこへにげていってしもた 
 
ヤーレーコーラーしおかぜよ 
こんやもととはおそうなる 
ヤーレーコーラーととよ 
すっかりふけてしもうたの



夏風景 

 
おてんとさま抱きしめた田舎町 
むしとり少年たちがわらわら走れば 
鮎がおよぐ川がサラサラ流れ 
すぐにカラッポになるチェリー・コーラ 
いつかの夏風景 
 
ソーメン流れて一目散 
アスファルトを飛んでく逃げ道 
夕立にぬれた洗たく物 
明日は海まで行ってみようか 
こころの夏風景 
 
町をいろどるせみの声 
汗がポタポタ地面にしみこむ 
井戸のなかにはくーるなスイカ 
ヤブカが乱れとんで今日もにぎやか 
ひたすら夏風景 
 
 
海へ行こうかな 
海へ行きたいな 
海へ行こうかな 
海へ行きたいな 



涼風立った 

 
涼風立った もう終わり 君が飛ぶのは 秋の空 
 
じゃれあいの夏も終わり 
しずけさの町で  
またひとりいなくなる 
君はここを出ていく 
 
またぼくは取り残された 
田んぼの中においてきぼり 
赤トンボをふりきって 
行ってしまえよ、うしろを見ずに 
 
秋風に乗って 君は流されていくだけさ 
秋風に乗って、君は流されていくだけさ！ 
 
この冬を乗り越えたら ぼくもここを出ていく 
またひとりいなくなる 
みすぼらしい子どもが 
 
ぼくはどこへといくのだろうか 
なにを追いかけいくのだろうか 
春の朝にひっそりと 
いってしまうよ、うしろを見ながら 
 
春風に乗って ぼくは流されていくだろう 
春風に乗って、ぼくは流されていくだろう！ 
 
涼風立った もう終わり 君が飛ぶのは 秋の空



冬ごもりうた 

 
さびしいか 寒いのか 夜吹く風がこわいのか 
明日はまた大雪か 日が暮れるまで雪かきか 
風車 回れまわれ どこかへ連れて行ってくれ 
竹とんぼ 飛べとべ どこかへ運んで行ってくれ 
 
泣くなよ まだ春は遠い 
木枯らしが此処を出ないと 
泣くなよ まだ春は遠い 
あぜ道の雪が溶けないと 
 
この里にも春が来て 花咲き乱れてくれるだろうか 
来年は実りある秋が来てくれるだろうか 
風車 回れまわれ どこかへ連れて行ってくれ 
竹とんぼ 飛べとべ どこかへ運んで行ってくれ 
 
泣くなよ 雪はしんしんと 
泪にくれちゃ日も出ない 
泣くなよ雪はしんしんと 
もっと火をたけあたたかく



僕の家 

 
朽ち果ててゆく僕の家 
屋根には大きなシロアリの巣 
庭には枯れたマリーゴールド 
せわしなくねずみが走り回る 
これが僕の家 
 
町のはずれの僕の家 
はす向かいには工場があった 
煙突から空へ汚れた風 
白い腹のさかながプカプカ浮いていた 
これが僕の家 
 
 
久しぶりの僕の家 
ドアは腐ってたおれていた 
台所を掃除して 
ぬるくてまずいお茶を沸かした 
これが僕の家 
 
 
ふるさとにある僕の家 
いまでは知らない人が住んでる 
僕はもう帰れない 
かつてを何処かへ捨てたから 
これが僕の家



届いておくれ 

 
今日のしごとが終わって 
吹けばとぶよな金をもらった 
すぐに無くなっちまった 
切手とはがきを買ったから 
 
届いておくれふるさとまで 
この想いよふるさとまで 
届けておくれふるさとまで 
この想いをあの人まで 
 
明日のしごとが終わったら 
酒場にひとばん中居ようか 
閉店したらバーテンに頼んで 
ピヤノを弾かせてもらおうか 
 
届いておくれふるさとまで 
この想いよふるさとまで 
届けておくれふるさとまで 
この想いをあの人まで 
 
しごと帰りに見上げた空を 
横切ってったことりたち 
あいつら何処へと行くのだろうか 
何処へ何処へと行くのだろうか 
 
届いておくれふるさとまで 
この想いよふるさとまで 
届けておくれふるさとまで 
この想いをあの人まで 
この想いをあの人まで 
この想いをあの人まで 
 
 



コメクイ音頭 

 
チョット兄さん チョット姐さん お米をしっかり食べてなはるかい 
一日三食・間食・夜食 ついでに外食・満腹・至福 
たまにゃパン食 今日は麺類 それもいいけど いいけどさ 
日本人なら？やっぱ米でしょ？ 
みんなで歌おうコメクイ音頭！ 
 
おコメが支える日本の未来 そこのけそこのけおコメが通る 
泣く子も黙れば腹も鳴る 一家で食べればはっぴいよ 
たきたてごはんにしょっぱいタクアン、ほっとなみそ汁黒こげ魚 
くぅー、腹へった、よっと！ 
みんなで歌おうコメクイ音頭！ 
 
千客万来ライスだよ 
みんなで米米舞い踊るのさ 
あの方ちょっとごハンサム 
コメンねあたしゃあきたこまち 
こちらへさぁさぁササニシキ 
そんなあなたにひとめぼれ 
ずっと愛してコシヒカリ！ 
みんなで歌おうコメクイ音頭！ 
 



Ⅱ とどかない歌 



父親 

 
僕はどんな父親になるのだろうか 
生まれてくる君に「僕が君の父さんだ」と 
胸を張って言えるのだろうか 
 
僕はどんな言葉を君にかけるのだろうか 
君に与えるべきものを 僕は持っているのだろうか 
君を守っていけるのだろうか 
 
 
僕はどんな父親になるのだろうか 
君に与えられるものを 精一杯かかえて 
君を守っていきたいんだ



かえらずの船 

 
港で波を見ながらカモメを数えてると 
もう出たっきりの船が 船が汽笛ふたつ鳴らして 
ありきたりだねこんな日は 
さびしいけれどこんな日は 
夏草くわえて古い町並みをぶらり歩こうか 
行く道と帰る道 
行ったきり帰らない 
帰ろうまだ僕には場所があるから 
もう一日が暮れてほしい 
どう生きるべきかわからない 
帰らずの船を見送って 
雲ひとつない今日 港町 
 
夏草をペッと吐き出して 石ころみっつ蹴飛ばして 
学校帰りの子どもたちが ハモニカ鳴らしてとおり行く 
帰らずの船に乗って君は 
どこへ行こうとしてるのかい 
カモメも追ってこない遠い遠い冬の街へと 
行けどもたどりつかず 
帰ろうにもすべがない 
でも僕はまだここにいるよ 
もう一日が暮れちまった 
船はとうとう行っちまった 
帰れない君を止められず 
何ひとつない此処 港町 
 
雲ひとつない今日 帰らずの船を見送って 
帰らずの君を見送って



風来風車 

 
都市（まち）をいろどる人間の行列 
赤信号青信号を見つめつづけて 
ふざけて歌うなんてことは 嗚呼 
今宵も酔いにまかせましょう 
 
枯れた並木が延々と 
川と人と風と時がだらだら流れ 
足も地に付きゃしないままに 
ブラブラ独り歩きさ 
 
一歩二歩三歩流浪昼下がり 
四歩五歩六歩満開さるすべり 
嗚呼 ふざけて歌うなんてことは 
今宵も酔いにまかせましょう 
 
気に病むことは何にもないけれど 
それでも泣く理由にゃ事欠かず 
笑いながら泣いて泣き疲れ 
深夜 そのまま朝へと流れてく 
 
七歩八歩九歩浮足へそ曲がり 
十歩十一歩十二歩大鯉滝登り 
一歩二歩三歩流浪昼下がり 
四歩五歩六歩満開さるすべり 
嗚呼 ふざけて歌うなんてことは 
今宵も酔いにまかせましょう 
 
一歩二歩三歩流浪ひとり旅 
百歩千歩万歩風来風車（かざぐるま）



街はツンドラ模様（さびしきツァラトゥストラ） 

 
何かを探して抱きしめたい 街はツンドラ模様 
「さよなら」ってなに？手探りしながら一寸白けてる 
古ぼけたワインくらい年を重ねたと思ってたけど 
街はすっかりツンドラ模様、さびしきツァラトゥストラ 
 
暖炉を探してねむりつきたい 街行くツァラトゥストラ 
薪を採りに行った爺さん 今頃何処に居るだろう 
帰り道しけこんだ酒場で呑みつぶれてんだろう 
街はすっかりツンドラ模様 さびしきツァラトゥストラ 
 
 
こんな日はツァラトゥストラも泣くさ



晩秋 

 
商店街のチラシが北風に 
飛ばされて 
また秋が終わりますねと 
さびしそうなおとなりさん 
 
やけにラーメン屋台のラッパが 
暖かく聞こえました



年の瀬 

 
ヒラヒラ飛んでたカエデの葉っぱが 
僕の古靴の穴にはりついた 
不眠不休の流れ者たちゃ 
見むきもしないで行き過ぎる 
 
秋だねなんてあんた言うけれど 
涼風立つ前に木枯らし吹き始めたよ 
 
ブラブラ歩いてた亡霊どもが 
僕の晩酌に付き合いに来た 
千変万化のこんな浮世にゃ 
たれもが癒しを求めている 
 
冬だねなんてあんた言うけれど 
何も出来無いままにもう年の瀬になっちまったよ 
 
ヒラヒラ、年の瀬、ブラブラ、年の瀬 
ロール・オーバー・ザ・年の瀬



深夜０時 

 
定期券を落っことして 
１０玉２枚ポケットの中でチャラチャラ 
とぼとぼ独り歩き 
よたよた独り歩き 
何はさておきこれからどこ行こうか 
 
右折、左折、直進と 
線路に沿って北へ向かって 
ぶらぶら独り歩き 
うろうろ独り歩き 
どうにかなるさと下らぬ気休め 
 
深夜０時に公園で野宿 
私は自分の人生を呪った 
真夜中０時ベンチで雑魚寝 
高校生が○○○○片手に歩いてる 
 
折れたビニール傘をふり回して 
酔っ払いとともに街を練り歩いた 
もういいんだ私はどうにでもなれ 
なにもいらないただもう休みたいんだ 
 
意識がどんどん遠くなる



とどかない歌 

 
僕は彼岸花に埋もれて 
僕はマイクを握りしめて 
歌うんだことばもない歌を 
歌うんだどこへもとどかない歌 
 
ただなにもかもが溶け合って 
奇妙なオブジェを作り上げて 
僕はそれをつきやぶって 
走り出したいんだ 
 
僕は空に目をやって 
疲れた手足をひきずって 
歌うんだなんにもない歌を 
歌うんだきみにもとどかない歌 
 
きみはそこでおしまいです 
笑ってすべてをすませなさい 
続けたければ捨てなさい 
捨てなさい！ 
 
波になり損ねてもいい 
波は作りだすものだ 
歌うんだことばもない歌を、でもいつか 
歌うんだことばのある歌を 
歌うんだどこへもとどかない歌 
歌うんだきみにもとどかない歌 
歌うんだだれにもとどかない歌 
歌うんだ僕のとどかない歌 
 
とどけ！！



ハイウェイ４５ 

 
トウモロコシを運んで何千マイルも田舎道を走った 
麦畑の中を走り去って山々をくぐり抜けた 
家の明かりが灯りだすとわけもなくいやになった 
酒も飲めない、つれにも合えない、泪もぬぐえない 
 
ハイウェイ４５でヘッドライトを消してみた 
ハイウェイ４５でトウモロコシを運んでた 
前にも後ろにも誰も居ない 
どこへ行こうと変わりゃしない 
 
道ばたに停車してシートベルトはずして地面へ降りた 
カーラジオはつけっぱなしで知らない歌が流れてた 
荷台の上に寝そべって星たちと昔話した 
夜に歌えない、手紙もとどかない、どこにも帰れない 
 
ハイウェイ４５でヘッドライトを消してみた 
ハイウェイ４５でトウモロコシを運んでた 
前にも後ろにも誰も居ない 
どこへ行こうと変わりゃしない 
 
ハイウェイ４５で 
ハイウェイ４５で



飛ぶ鳥もない空 

 
白いキャンバスは季節のおとしもの 
きみの鼓動が聞こえてくるよ 
飛ぶ鳥もないこんなに澄んだ空なのに 
だれもいないし行く当てもない 
きみのささやきは全部うそだったのかい 
飛ぶ鳥もない空の下で 
 



Ⅲ 昼コウモリ



 

ラ・クカラチャ 

 
向うできみのおやじが ぼくを呼んでる 
でも行きたかないよ 行くもんか 
セッカクの幸せな朝のひとときを 
ぶちこわしになんてしたくないもんね 
台所でもきみのオフクロが呼んでる 
ぼくがのらくらだとまくし立ててる 
きみはとまどってコップをおとしちまった 
心配なんてないよいつものことさ 
 
ラクカラチャ、ラクカラチャ、楽ありゃ苦 
ラクカラチャ、ラクカラチャ、すえながく 
 
二階できみのねえさんがぼくを探してる 
またあれこれ文句を言うつもりなんだろ 
おおきなシャムネコを肩にのっけて 
ぼくを探してるぶつくさ言いながら 
庭ではきみの犬がぼくにほえている 
骨をなげてやってもなき止まないよ 
なぜだかきみまでおこり始めちゃって 
ぼくは肩をすくめへやを出る 
 
ラクカラチャ、ラクカラチャ、楽ありゃ苦 
ラクカラチャ、ラクカラチャ、すえながく



あにい・ろうりい 

 
もどっておくれよ、いつかまた 
この冬はひとりじゃ越えられない 
 
吹きぬく風は虫の知らせ 
だれかがいなくなりだれかがやって来る 
湯気立つすうぷの中に 
きみがいるのかな 
なんにもない季節に 
きみはいるのかな 
 
今もおぼえてるよ きみの髪を 
でももう切っちゃったんだろ？ 
待ちぼうけ 
待ちぼうけさ 
なぜひとはひとりに 
なってしまうのかな？ 
 
なぜひとはひとりになってしまうのかな？ 
なぜひとはひとりになってしまうのかな？ 
なぜひとはひとりになってしまうのかな？ 
なってしまうのかな？ 



ひだるがみ 

 
ひだるがみ 
かわいた町なかを ぴすとるさげた男がふたりやって来る 
ひだるがみ 
あつい日のことだ ぴすとるさげた男と 
男の一騎打ち 
 
２人はめりーをとり合って 
今日こそけっちゃくをつけるつもりなのさ 
 
ひだるがみ 
ふたりは背をあわせ 
１０歩あるいたら打ち合うことに 
ひだるがみ 
ふたりはあるき出した！ 
１、２、３、４、５、６、７、８、９・・・ 
１０！！ 
 
ふたりはぴすとるをかまえたが 
はらに力が入らずにそいつをおっことしちまった 
 
ひだるがみ 笑いながら去ってった 
ひだるがみ 笑いながら行っちまった 
 



ダサ・バラッド 

 
ところどころから糸が出てる 
とうさんのおさがりのジャンパー 
捨てるよりはましとオフクロは言うけれど 
これはないでしょう 
 
ダサ・バラッドを歌いながら 
土手の枯れ木と語り合う 
どんより曇った冬空から 
ぽろぽろあられが落ちてくる 
 
にやけたアニメキャラが描いてある 
道で拾ったテレフォンカード 
ケータイそろそろ欲しいとは思うけれど 
ずっと使ってるカード 
 
ダサ・バラッドを歌いながら 
灰色の石ころけり上げる 
うすねずみ色の街中から 
こどもの声が響いてく 
 
一日中待ってたけれど 
とうとうきみは来なかった 
結局ぼくはきみにとって 
どうでもいいやつなんだね？ 
 
ダサ・バラッドを歌いながら 
明けの明星をさがしてる 
風にのっかるシャボン玉に 
ぼくの姿がうつってる



キャベツのきれっぱし 

 
キャベツのきれっぱしが 
茶わんの中を走ってる 
そんな何気ない朝 
コトリとひとつ音がして 
 
たまごがうまれたよ 
 
GOOD MORNING＆MORNING！！ 
とるに足らない朝なのに 
コーヒーもない朝なのに 
これから昨日と同じ日を 
ひとりぼっちで繰り返す 
夢をわすれたまちなみが 
くるりと回って消える迄 
木葉に書かれた置き手紙 
また一日が始まる・・・



ようやっと私は 

 
朝の風が窓をゆらす 
冬の日差しが私を照らす 
鳥は出発を祝って歌い 
私の心を高ぶらせる 
 
今踏み出すべき大地を 
木洩れ陽のなかに見出して 
ようやっと私は 
風に乗ったのだ 
 
流れる川をいくつも越して 
魚のおたけびを聞きながら 
はるかな雲がとぎれたら 
ひと休みして空を見上げよう 
 
わすれて来たものたちを 
そっと心のなかへしまいこみ 
ようやっと私は 
光りになったのだ 
 
朝の風が窓をゆらす 
冬の日差しが私を照らす 
はるかな雲がとぎれたら 
ひと休みして空を見上げよう 
 
そして私のなかにある 
魂という名の巨人が立ち上がったら 
ようやっと私は 
心から笑うのだ



サラダバー 

 
サラダバーの上に 
なんにも野菜がなくて 
むこうの草原では 
大砲の音が響いてる 
 
こわされた家の下で 
つけっぱなしになっていた 
ラジオがうたっているのは 
だれも知らないうた 
 
みんな出ておいで 
もうみんな出ておいで 
みんな出ておいで 
もうみんな出ておいで 
 
夜の月が赤くて 
犬たちがほえている 
かすかな声が街を 
ふるふるゆらす 
 
みんな出ておいで 
もうみんな出ておいで 
みんな出ておいで 
もうみんな出ておいで 



君は OKだ 

 
どれだけ君はあがいても 
今ある場所からぬけ出せない 
どれだけ君が走っても 
この世の楽園は見つからない 
 
けれど君は OKだ 
今のくらしに不満がないのさ 
君はここがいやだと言う 
だけどそれはただの粋がりさ 
 
いつまでたってもあれこれと 
手かせ足かせがまとわりつく 
今日が明日につながらない 
明日が待てどもやって来ない 
 
けれど君は OKだ 
今日をむだにすごすから 
明日もどうせ今日とおなじ 
だけどそれもただのむだ遣い 
 
君はおとなになったら 
そんなにけんかもしなくなるさ 
君が歴史を作るのさ 
君の手にのっかる未来なのさ 
 
けれど君は OKだ 
にひるとあきらめとむせきにんで見てみぬ振り 
それでも君は OKだ 
本気でしあわせにはなりたくないんだから



夜に鳴くセミ 

 
さぁ歌ってごらん思うことばで 
愛を語ってみてくれよ 
窓の外からセミの声 
みじかい命を今宵にかけてる 
さぁ歌ってごらんお好きなように 
昨日を、今日を、明日につなぐために 
 
さぁ、やってごらん 
さぁ、元気出して！！ 



Ⅳ ヒーローズ 



サンフランシスコ 

 
朝やけがまぶしい 
駅のプラットホームで 
始発電車を待つ 
さびしき旅がはじまる 
 
サンフランシスコに本当はいきたかったけど 
お金がちょっと足りなかった 
 
街はまだ夜 
きみはまだ眠ってる 
ぼくが消えた後も 
街はそのまんま 
 
サンフランシスコに本当はいきたかったけど 
お金がちょっと足りなかった 
 
朝やけがまぶしい 
駅のプラットホームで 
始発電車を待つ 
さびしき旅がはじまる 
 
サンフランシスコに本当はいきたかったけど 
お金がちょっと足りなかった 



ヒーローズ（ニューヨークの消防士たちに捧ぐる） 

 
僕はみんなとおなじ人間 
不可能なことも恐れることもある 
でもやり通す いのちを 
賭けて炎のなかへ 
 
スーパーマンなんて気楽なものさ 
彼は絶対死なないからね 
僕のいのちは風のなかの 
ローソクみたいなものだけど 
 
消えかけたともしびを 
守りぬくために 
のこされたチャンスを 
守りぬくために 
 
僕が生きるのは現実の世界 
ことは思うように運ばない 
どうなるかわからない 
でも自分に賭けてみる 
 
消えかけたともしびを 
守りぬくために 
のこされたチャンスを 
守りぬくために



コメット爺さんのブルース 

 
コメット爺さんが言うには 
「若いうちにやらなきゃいけないことは 
若いうちしかできないことなんだ」 
という事だけど 
机いっぱいの本の山はどうにもならないよ 
目で追うことばすべてがページのはしっこへ逃げてって 
結局得るものはなにもない 
どれだけ素晴らしいものがこのなかに詰まっているかはわかってる 
それでも頭はからっぽのままなのさ 
爺さん、あんたみたいになりたいね 
僕はオルガン弾きながら収穫を祝ってる 
 
ところでこの月の下で 
ひしめき合ってる人間たちだが 
欲しいものを手に入れるのは 
こんなに大変だとは 
ワイングラスに映ったダンパの歓声も消えて 
疲れきった町のスターがシャメリをすすってる 
大人のような気分でね 
オルゴールはしつこくビーチボーイズを歌いまくってる 
ブライアンの心も知らないままにさ 
爺さん、あんたみたいになりたいね 
僕はオルガン弾きながら夜空に浮かんでる 
 
ガタガタの危ない階段を 
手を取り合って上って行くと 
愛の重たさがひたすら足を 
ぐいぐい引いてるけど 
甘ったるい歌声は昨日を肯定してるだけ 
ホールでは知ったかぶりがショーをしている 
不毛な芝居をね シャメリで 
酔っ払った人々は手をたたいて喜んでいる 
夜がぬけちまったのにも気づかずに 



爺さん、あんたみたいにあんりたいね 
僕はオルガン弾きながら夜明けに泣いている 
 
コメット爺さんが言うには 
「若いうちにはわからにことも 
年をとればおのずとわかってくる」 
ということだけど 
本当にそうならいいんだけどね、爺さんよ 
パソコンとテレビで情報はいつでも満タンさ 
何回同じ失敗をして来たかは痛いほどよくわかってる 
それでも変わることって難しいのさ 
爺さん、あんたみたいになりたいね 
僕はオルガン弾きながら夜明けに泣いている 



Ⅴ 卒業 



春 

 
すぎさった季節のカケラ 
追い続ける幼い僕ら 
海よりも広がった空 
その下で走りつづけた 
 
捕まらないってわかってて 
きみのオモカゲさがし続けて 
桜の花どこかへ咲いて 
・・・もう春なんだネ 
 
ありがとう はかない少しの 
夢だけど 与えてくれて 
つぼみのまま雪の下の 
僕は今ではそよ風のなか 
 
冬がすぎたあたり前の今 
でもまだ春は手にしてないさ 
卒業式のあとの僕らは 
しおれた花を胸に当てた 
 
最後だからエガオでって 
泣き顔だったきみをのせて 
春は山々すりぬけて 
僕に舞い降りる 
 
ありがとう はかない少しの 
夢だけど 与えてくれて 
つぼみのまま雪の下の 
僕は今ではそよ風のなか 
 
捕まらないってわかってて 
きみのオモカゲさがし続けて 
桜の花どこかへ咲いて 



・・・もう春なんだネ？ 
最後だからエガオでって 
泣き顔だったきみをのせて 
春は山々すりぬけて 
僕に舞い降りる



オリーブの傍らから 

 
すみわたった空の下でグラスをかたむける 
からから氷の上にぼくが映ってる 
泳いだばかりのきみが太陽に伸びをする 
すべてがスローなペースで流れつづける 
砂浜に立ったかげらふ きみを隠してる 
サングラス越しに見える 向うの逃げ水 
きみといっしょに薄切りのレモンも泳いでる 
雲をめがけて水しぶき 宙を舞っている 
 
どこかで見たよなひざしの中を 
どこかで聞いたよな歌が流れる 
どこにも行かずにぼくは夢を 
真っ昼間から見てるのさ 
 
オリーブ・ステップ、詩を書くには幸せすぎる午後 
オリーブ・ステップ・ファンタスティック・ダンシング！ 
 
まるで地中海の潮風ね と きみが言う 
眠りに就いたぼくを揺らす きみの声がひびく 
こんなにまどろんだ午後はまだつづいてる 
またきみは立ち上がって 泳ぎに行く 
 
ほのかなオリーブの香りを 
拾い集めてきみは歩く 
やけつくような砂浜さんも 
ちょっと眠たげに歌うのさ 
 
オリーブ・ステップ、詩を書くには幸せすぎる午後 
オリーブ・ステップ・ファンタスティック・ダンシング！



さよならジェニー 

 
さよならジェニー きみにはもう会えない 
でもきみはがんばった 精一杯やったさ 
必ずむくわれるはず、終わらぬ冬って、ないから 
でも今は泣いていいよ、笑うのをやめてさ 
Oh！ジェニー 
 
さよならジョー、きみとはもうお別れ 
あのジョークを覚えてる？いつかきみがもらした 
いつか巻き返せるよ 風向きって、かわるから 
でも今は泣いていいさ、強がるのをやめてさ 
Oh！ジョー 
 
さよならジャック、きみとも遠くなるんだ 
信じられないよ、まるで悪い夢のようだ 
ぜったいにうまくやれるさ きみって、たいしたやつだから 
そしてかわらないはず、友だちだろ？ 
Oh！ジャック 
 
またしてもぼくはひとりきり 
春も夏も秋も冬も 
あぁそうさぼくはひとりきり 
春も夏も秋も冬も 
 
Oh！ジェニー 
Oh！ジョー 
Oh！ジャック 
必ずまた会えるさ！



蛙とびこむ 

 
ばたばたカモに追われた花壇の上 
おかしそうに縁側のきみは笑ってる 
ひとあせかいてひと休み 
ひとよひとよにひとみごろ 
空を横切るイワシぐも 
蛙とびこむ水の音 
 
トンボがかかしにはなしかけてる 
ゆれる草々きみの足元で 
ちょっぴりレトロなパナマ帽 
おどけてちょこんと頭のせ 
大笑いしては走り回る 
蛙とびこむ水の音 
 
草っ原に大の字で雲をかぞえる 
いたずらな口調ではなしかけられて 
なんだかフシギなここちよさ 
大地のコドウが聞こえてる 
きみは野に咲くスミレ草？ 
蛙とびこむ水の音



２０万マイル 

 
あのまちへと続くこの道を 
長距離トラックを間借りして 
お世話になるよ、ジミーさん 
文句は言わない 走ってくれれば 
窓のはしへと消えてゆく麦畑 
子どもたちが虫を追って走ってる 
ときおり彼らは手をふってくる 
ぼくも窓からふりかえす 
２０万マイルも離れてないさ 
２０万マイルも離れてないさ 
 
３日も４日もかかる長旅さ 
荷台につまれたトウモロコシたち 
走ってもないのに汗が浮かぶ 
この春に似合わない冬物のシャツ 
きみがどれだけおどろくだろうか 
でも喜んでくれるかどうか 
もう行くのかい？ジミーさん 
それじゃ、出発しましょうか 
２０万マイルも離れてないさ 
２０万マイルも離れてないさ 
 
２０万マイルも離れてないさ 
ああそうさ、なぁ、２０万マイルも 
２０万マイルも離れてないさ 
だから、待っててくれよ



卒業アルバム 

 
ことりと置かれたテーブルの上の 
卒業アルバム 
そっと開いて見てご覧 
旧き良き時代を 
さくらのように散ってった 
友だちたちを数えつつ 
いつの間にか冷めたお茶が 
ほんのり湯気立ててる 
 
あなたは今でも僕のこと 
おぼえてくれてますか？ 
僕はこうして歌ってます 
あなたに忘れられないよう 
 
・・・・・・・・・ 
 
いつか会えるさと信じてる 
いつか会えるさと信じたい 
思い出の中に生きつづけ 
いつかカンパイを！ 
 
あなたは今でも僕のこと 
おぼえてくれてますか？ 
僕はこうして歌ってます 
あなたに忘れられないよう 



グラス 

 
僕は入り組んだ森の中を 
自分を信じて導かれてゆく 
木漏れ日の中 木立の中 
そして君と出会った 
 
せせらぐ小川のほとりで 
春の花たちが歌う 
君のキルトには 
僕の名前が刻まれている 
 
さぁ、手をとり合おう 
グラスをかけめぐろう 
 
涙が小川となり 
笑顔が空となり 
君のぬくもりが 
春の訪れを告げる 
 
さぁ、手をとり合おう 
グラスをかけめぐろう 
 
 
さぁ、手をとり合おう 
グラスをかけめぐろう 
さぁ、手をとり合おう 
グラスをかけめぐろう 
 
 




